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～　単元「データの活用」における数学的活動を通して　～
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０　概　要
　ここ数年，筆者は，毎年大学におけるアクティブ・
ラーニング（主体的・対話的で深い学び）に関する実
践研究を行ってきた。幸い，縁あって昨年 6月から
公立中学校時間講師の機会を得たので，昨年は中学校
における主体的・対話的で深い学びについて ICT機
器活用及びゼミ形式の授業実践を通して研究を深め
た。
　そこで今年は昨年に続き，中学校 1学年の単元「デー
タの活用」における生徒のグループ活動を通して，主
体的・対話的で深い学びを実現するための指導法につ
いて研究した。
　研究内容は，数学的活動を伴う統計的活動の工夫で
ある。統計の単元では，ともすれば統計用語の指導に
なりがちであるが，本研究においては，教科書で与え
られたデータだけではなく，生徒自身で得たデータを
基に度数分布表やヒストグラムを書き，比較・考察す
ることを重視した。具体的には，次の 4点である。
　①　美しいと思う長方形
　②　割り箸落とし
　③　サイコロ投げ
　④　紙コプター
　それぞれの活動を通して生徒が統計的な考え方の意
味や有用性を実感できると考えた。特に，最大値や最
小値，最頻値は生徒がすぐに求められるが，平均値や
中央値は，求め方は分かっていても求めるには時間と
手間がかかる。そこで，本研究では，生徒が上記の値
を求めたり，度数分布表やヒストグラムを書いたりす
る際の手間と時間を省くため，統計アプリの活用を
図った。また，確率については，中学校 1学年で扱
う統計的確率に留まらず，2学年で扱う数学的確率に
も触れ，系統性を意識した。
　そこで，本研究では，主体的・対話的で深い学びを
実現する上で，上記 4つの指導の有効性と実施上の
留意点などを明らかにすることにした。

１　研究主題設定理由
　筆者は，この 5年間に，
①　2020年 3月　洗足学園音楽大学「教職課程年報」
　「大学におけるアクティブ・ラーニングの実践研究
―授業実践を通した成果と課題―」
②　2021年 3月　法政大学「教職課程年報」
　「オンライン授業のよさを生かしたアクティブ・ラー
ニングの実践研究－ zoom によるグループワークを通
して－」
③　2023年 3月　法政大学「教職課程年報」
　「教職科目『特別活動論』におけるアクティブ・ラー
ニングの実践研究－演習を通して－」
④　2024年 3月　法政大学「教職課程年報」
　「生成 AIを活用したアクティブ・ラーニングに
関する実践研究～ ChatGPT等及びスライド作成 AI

「Gamma」を活用して～」
という流れで，大学におけるアクティブ・ラーニング
について研究してきた。本年 6月から公立中学校の
時間講師となったことから，これらの研究実績に加え，
⑤　2024年 3月　法政大学「教職課程年報」
　「中学校における主体的・対話的で深い学びに関す
る実践研究　～　プレゼン，早押しクイズアプリ及び
ゼミ形式を活用して　～」
を執筆した。そこで，今年は主体的・対話的で深い学
びに関する研究の集大成として，中学校 1学年にお
ける統計指導において，
「中学校における主体的・対話的で深い学びに関する
実践研究（その 2）～　単元「データの活用」におけ
る数学的活動を通して　～」
という研究主題を設定した。

２　 研究目的，研究仮説，研究内容，研究方法

（１）研究目的
　本研究の目的は，中学校数学の統計学習において主
体的・対話的で深い学びを実現するための数学的活動
の工夫について，授業実践を通して研究することであ
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る。

（２）研究仮説
　本研究は，授業実践を通して次の仮説を検証する。
【研究仮説】
　教材や活動を工夫すれば，統計学習において主体
的・対話的で深い学びが実現できるであろう。

（３）研究内容
　①　中学校の統計学習に関する基礎研究
　学習指導要領から中学校の統計学習に関する基礎的
な知識を得る。
　
　②　授業で使用する各教材に関する基礎研究
　各教材のよさと実施上の留意点について知見を得
る。

　③　授業研究
　実際に授業を行い，研究仮説を検証する。

（４）研究方法
　以下の指導法に工夫を凝らした授業研究を通して仮
説を検証した。
　①　学習内容（教材）に関する工夫
　教科書にあるデータだけではなく，生徒が自らデー
タを集め，それらを分析・集計し，結果を比較検証で
きる学習内容（教材）を選ぶ。

　②　学習方法（活動）の工夫
　本研究では，個人による活動だけでなく，班で役割
分担し，班でデータを集め，それらを分析・集計し，
結果を検討する学習方法（活動）を行う。

３　研究内容の実際

（１）学習内容（教材）に関する基礎研究
　①　学習指導要領から
　先の学習指導要領の改訂以来，中学校・高等学校を
問わず，数学における統計学習の重要性が強調されて
いる。現行の中学校学習指導要領解説　数学編　（平
成 29年 7月　文部科学省）によれば，『今回の改訂
では「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善を進める際の指導上の配慮事項を総則に記載す
るとともに，各教科等の「第 3　指導計画の作成と内
容の取扱い」において，単元や題材など内容や時間の
まとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成
に向けて，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
けた授業改善を進めることを示した。（中略）イ　授

業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく，
児童生徒に目指す資質・能力を育むために「主体的な
学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の視点で，授業
改善を進めるものであること。ウ　各教科等において
通常行われている学習活動（言語活動，観察・実験，
問題解決的な学習など）の質を向上させることを主眼
とするものであること。エ 1回 1回の授業で全ての
学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容
や時間のまとまりの中で，学習を見通し振り返る場面
をどこに設定するか，グループなどで対話する場面を
どこに設定するか，児童生徒が考える場面と教員が教
える場面をどのように組み立てるかを考え，実現を
図っていくものであること。（中略）③数学的活動の
一層の充実　資質・能力を育成していくためには，学
習過程の果たす役割が極めて重要である。算数科・数
学科においては，中央教育審議会答申に示された「事
象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自
立的，協働的に解決し，解決過程を振り返って概念を
形成したり体系化したりする過程」といった数学的に
問題発見・解決する過程を学習過程に反映させること
が重要である。』とある（下線筆者）。また，同書の
中学校数学科目標の解説には，『数学的活動の楽しさ　
生徒が数学の学習に主体的に取り組むことができるよ
うになるためには，数学的活動の楽しさや数学のよさ
を実感することが大切である。「数学的活動の楽しさ」
については「数学のよさ」とともに「実感」すること
としている。』（下線筆者）と書かれている。さらに，
数学科の内容についてでは，『中学校数学科の「デー
タの活用」の指導の意義については，次の二つの面が
考えられる。・日常生活においては，不確定な事象に
ついてデータに基づいて判断する場面が多いので，目
的に応じてデータを収集して処理し，その傾向を読み
取って判断することが有用であること。・よりよい解
決や結論を見いだすに当たって，データに基づいた判
断や主張を批判的に考察することが有用であること。』
（下線筆者）と示されている。
　そこで，本研究では，学習指導要領の趣旨を踏まえ，
生徒が自らデータを集め，それを集計・分析・活用す
る数学的活動を重視することにした。

　②　学習内容（教材）選定に関する基礎研究
　具体的な数学的活動の教材を作るに当たり，全国学
力・学習状況調査中から適切な教材を見出すことがで
きた。それは，「美しく思う長方形」である。全国学
力・学習状況調査問題を基にした授業事例が書かれた
書籍もあったので，併せて参考にした。また，「割り
箸落とし」については，約 15年前に東京都高等学校
数学教育研究会定時制通信制部会で行なわれた研究授
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業を参考にした。さらに，「紙コプター」と統計アプ
リ SGRAPAについては，「川崎市立中学校教育研究会
数学科部会」の実践を参考にした。

　③　学習方法（活動）の工夫に関する基礎研究
　現行学習指導要領では，小学校・中学校・高等学校
を通して統計学習の重要性が強調されている。しか
し，ややもすると統計分野では他の単元に比べて学習
指導要領の趣旨が実現されにくい環境にあると思われ
る。その理由としては，次の 4点が考えられる。①
授業者自身が生徒のときに体系的な統計学習を体験し
ていない。②大学でも統計分野について十分な指導を
受けていない。③教師になってからも，統計分野の指
導経験が少ない。④統計学習ではデータの集まりを学
習教材とする必要があり，練習問題や定期考査等の問
題作成に時間と手間がかかる。その結果，統計学習に
おいては，ともすれば平均値，最頻値，中央値，相対
度数などの統計用語の解説に終始しがちであり，取り
扱う統計データも教科書や市販の問題集等にあるもの
が多く，生徒にとって自分事としてとらえにくいとい
う恐れがある。そこで，本研究では，教科書以外にも
データを求め，生徒自身でデータを収集し，それらを
集計・分析して結論を出すという数学的活動の実現に
努めた。

（３）授業研究
　本研究においては，研究仮説を検証するために，公
立中学校において次の授業を実践した。

　ア　実施科目及び受講生徒数
　中学校 1学年　習熟度別授業　3学級計 58名

　イ　単元名
　中学校 1学年　数学　「データの活用」

　ウ　授業形式
　・個人研究
　・班単位の活動

４　研究仮説の検証

（１）授業実践による検証
　①「美しいと思う長方形」
　本授業においては，生徒が記入するワークシート
（図１）を用意した。授業の流れは，次の通りである。
　ア 　一人一人の生徒が縦 5cmの右側に，自分が美
しいと思う長方形を書く。

　イ 　授業者が長方形の横の長さを全員分集め，

SGRAPAで度数分布表とヒストグラムを書いた
プリントを配布する。

　ウ 　生徒はヒストグラムを見て，学級間の違いや共
通点などについて話し合う。

　この活動の結果，次の成果が得られた。
（成果１）生徒は，集まったデータの特徴や違いに着
目し，意欲的に検討することができた。それは，与え
られたものではない，自らのデータを教材としたこと
が要因と考えられる。
（成果２）生徒が初めて SGRAPAを用いた活動であり，
今後の活動に向け，SGRAPAを使うよい練習になった。
　一方で，次の点が課題として残った。
（課題）学校事情により急遽 2回ほど習熟度別授業が
なくなったため，次のことを生徒に気付かせることが
できなかった。
　ア 　相似（※未学習のためこの用語は使用せず）の
長方形は同じものと見なす必要があること。

　イ 　そのため，単なる横の長さのデータでは不十分
であり，長辺と短辺の比をデータとする必要があ
ること。

　実際の授業では，長辺と短辺の比を基にしたヒスト
グラムを配布し（図２），生徒にその意味を考えさせ
たが，ここは時間をかけて生徒自身に気付かせたかっ

【図１】
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【図２】

【図３】
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た。さらに，大きさや向きが異なっていても相似の長
方形は同じ長方形と見なせることに気付かせ，長方形
の横の長さでデータを取るのではなく，長辺と短辺の
比でデータを取る方がよりよい分析なることに気付か
せる予定であった。しかし，学校事情でその時間がと
れなくなったため，授業者が長辺と短辺の比で集計し
て作ったヒストグラムを配布し（図３），上記の意図
を説明した。気付かせる時間がとれなかったのは今後
の課題である。

　②「割り箸落とし」
　この活動は，班単位の活動である。生徒にワークシー
トを配布し，班で割り箸落としを行ないながら記入さ
せた。授業の流れは，次の通りである。（図４）
　ア 　班内で役割分担し，床に置いた的に向かって先
にインクを付けた割り箸を落とし，点数をデータ
として記録する。

　イ 　平均値，最頻値，中央値などを SGRAPAを使っ
て求め，班のデータ分布の特徴について話し合う。

　ウ 　学級全体のデータ分布についてヒストグラムに
したものを見て，学級間の違いや似ている点を話
し合う。（図５，図６）

　この活動の結果，次の成果と課題が得られた。

（成果１）生徒自らが作業を通してデータを集めたこ
とにより，データをより一層自分のものとして自覚す
ることができた。その結果，学級間の分布の違いを検
討する場面において意欲が増した。
（成果２）ワークシートを見る限り，平均値，最頻値，
中央値のもつ意味を生徒が理解できていた。それらは，
「最頻値が等しいのに分布はだいぶ違う」「中央値を見
れば割り箸の落とし方のうまさが分かる」などのコメ
ントから分かる。
（成果３）生徒の統計学習に対する意欲を高めること
ができた。それは，ワークシートのコメントに「楽し
かった」という記述が多数あったことから分かる。
（課題１）「美しく思う長方形」では，相似の長方形を
同一視する見方について，気付かせることができな
かった。相似は 3学年の学習に繋がるので，この場
面で相似の概念について気付かせることは重要であ
る。
（課題２）割り箸の落とし方について事前に指導した
が徹底できておらず，班によって「目に近付けておい
て落とす生徒」や「手を高く伸ばして落とす生徒」が
いて，精度にばらつきが出てしまった。

　③「紙コプター」
　この活動は，「大きさ」「重さ」「紙質」の中から班
ごとにテーマを決め，どうすれば滞空時間が長くなる
かを考えるという活動である。つまり，これまでに学
習したことの集大成としてデータの活用を意図した。
授業の流れは，次の通りである。（図７①，図７②）
　ア　紙コプターの作り方に関する動画を見る。
　イ 　班でテーマを決め，それに応じた用紙を使って
紙コプターを作る。

　ウ 　紙コプターを実際に落とし，滞空時間をデータ
として記録する。

　エ 　平均値，最頻値，中央値などを SGRAPAを使っ
て求め，滞空時間を長くする方法について班で話
し合う。

　オ 　学級全体で班ごとに結果を発表する。
　この活動の結果，次の成果が得られた。
（成果１）割り箸落とし同様，生徒自身で得たデータ
なのでどの生徒も意欲的に活動していた。
（成果２）割り箸落としの活動が練習になったのか，
活動がスムーズに行なわれていた。
（成果３）「滞空時間を長くするためにはどうしたらよ
いか」という目標があるため，データを分析すること
の意義を実感できた。
（成果４）全体発表では，他のテーマの結果発表につ
いて極めて意欲的に聞いていた。
（成果５）研究では結論の裏付けとなるデータが重要

【図４】
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であり，得られたデータをねつ造することなく，素直
に読み取ることの重要性を体験できた。
　一方，次のような課題が残った。
（課題１）なるべく簡単に作れる紙コプターを選んだ
が，それでも作成するのに想定以上の時間がかかり，
発表会の日にも 15分ほど紙コプターを落とす作業を
せざるを得なかった。
（課題２）椅子の上に立って落とすため滞空時間 1秒

～ 2秒と短く，比較するのが難しい班があった。当
初は，机の上に立って落とす予定であったが，給食を
食べる机の上に立つのは如何なものかという生徒の発
言を受け，椅子の上に立つよう急遽変更した。今後は，
階上から階下へ落とすなど，滞空時間を長くとる工夫
が必要である。

【図５】

【図６】
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（２）生徒の感想による検証
　「割り箸落とし」及び「紙コプター」について，ワー
クシートに感想を書かせたので，それらを AIテキス
トマイニングにより分析することで検証を行った。

　①　割り箸落とし
　ワードクラウド（図８①）によれば，「ねらう」「分
かりやすい」「おもしろい」「楽しい」「学べる」「でき
る」「うまい」「つかめる」「知れる」「分かる」「嬉しい」
などの肯定的な表現が多い反面，「てこずる」「分かり
にくい」「難しい」などの否定的な表現もあることか
ら，割り箸落としの体験の受け止め方が生徒によって
多様であったことが分かる。ただ，「度数分布」「分布」
「SGRAPA」「中央値」「実験結果」などの統計関係の
用語が見られることから，割り箸落としが生徒にとっ
て統計的に印象が強かったと考えられる。
　共起キーワード（図８②）によれば，「データ」「お
もしろい」「自分たち」「分析」「考える」「読み取る」
「てこずる」というグループ（※ ここでは共起キーワー
ドのまとまりを「グループ」と表記する）と「度数分布」
「SGRAPA」「役割」「決める」「友達」「班」というグルー
プがあり，割り箸落としが統計的な数学的活動になっ
ていたことが分かる。また，「割り箸」「落とす」「中
心」「ねらう」「定める」「うまい」「落ちる」というグ
ループと「よい」「授業」というグループがあり，割
り箸落としという活動によって生徒の興味・関心が高
まったと考えられる。さらに，「Ｃ組」「特徴」「中央値」
「分かる」「理解」というグループからは，3つの学級
の分布を比較するという統計的な姿勢が見て取れる。

　②　紙コプター
　ワードクラウド（図９①）によれば，「滞空」ータ」
「班」「ヒストグラム」「コプター」「紙質」「実験」「デー
タ」など，生徒が「滞空時間を長くするためにはどう
すればよいか」という目的意識をもって実験を行なっ
ていたことが覗える。「難しい」「厳しい」「めんどう」
という否定的な表現も見られるものの，「行える」「覚
えやすい」「比べやすい」「分かりやすい」「おもしろい」
「知れる」「深まる」「興味深い」「よい」「比べやすい」
などの肯定的な表現が多く，生徒の関心の高さが分か
る。共起キーワード（図９②）によれば，「協力」「行
える」「学ぶ」「分かりやすい」，「違う」「興味深い」，
「知れる」「確かめる」，「学べる」「意見」，「調べる」「深
まる」，というグループがあり，生徒がこの実験に肯
定的に取り組んだことが見て取れる。また，「厚い」「か
かわる」「速い」「重さ」「大きい」「思う」，「新聞紙」「お
もり」「延ばす」，「条件」「観点」「事柄」「いろいろ」，
「軽さ」「変わる」「さじ加減」「びっくり」等，この実

【図７②】

【図７①】



－ 37－

【図８①】

【図８②】
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【図９①】

【図９②】
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験内容に関する表現が多く書かれており，紙コプター
の活動が主体的・対話的で深い学びになり得たことが
分かる。
【生徒の感想（原文）】
　①　割り箸落とし
◆班で協力した。◆自分で出したデータの分析がとて
もおもしろかったです。◆きれいに真ん中に当たり，
嬉しかった。楽しくできるし，頭にも入るこの授業は
いいと思った。◆分布の特徴を探すのが難しかった。
◆やっぱり運だから，数値はばらばらだった。◆とて
も楽しかったです。学級の平均や C組の中央値が分
かりました。◆ 1位で嬉しかった。◆班で協力して
実験したのでおもしろかった。表を見ることでいろい
ろなことが知れた。◆難しかった。◆やってみて真ん
中に当たる班は少なかった。難しかったです。◆普段
の授業で割り箸落としなどしないので，貴重な経験が
できてよかった。◆うちの班は比較的うまくいってい
たが，的を外さないことは少し難しい。◆データを読
み取ってどのようなことがあるかを考えるのはおもし
ろかった。◆楽しかった。◆楽しかった。◆一人だけ
じゃなくて全員でやった方が統計と言えそうだった。
◆楽しかった。実際にデータにしてみると分かりやす
かったです。◆皆で協力できて楽しかった。◆楽しく
勉強が学べてとてもよかったです。僕も教えることが
あれば，このように楽しく学べるようにしたいと思っ
た。◆割り箸にインクをつける作業が難しかった。ま
ず，的に当てるのが難しい。◆分布が分かりやすくて
おもしろかった。グループを決めて友達と学習するの
は楽しかったので，またやりたい。◆どこにインクが
ついたか分かりにくかった。◆自分で的に当てて結果
を見るという体験をしながら勉強ができて，楽しく分
かりやすかった。◆中心に落とすのが難しかった。範
囲を出すのにてこずった。◆実験結果を実際に数字に
し，表に表すと分かりやすいと思いました。自分で調
べることでより分かりやすいと思いました。◆割り箸
を落とすのは，思ったよりバラバラな位置につくんだ
なと思いました。平均値とかを求めるいい勉強になり
ました。◆この授業をやって感じたことは，同じ実
験をやっても A組と C組とでは結果も変わってきて，
どちらにもいろいろな特徴を見られることが分かる。
◆自分たちでデータをとるのが楽しかった。◆割り箸
を落とすのが案外難しい。◆初めての体験だったが，
意外と楽しかった。◆落とす人によっては，全てが中
心に収まるなど，いろいろなデータができておもしろ
いと思った。◆自分たちでデータを収集・集計・分析
できておもしろかった。◆意外と結果に偏りがあると
思った。◆班で役割を決めたりして楽しかった。◆楽
しかった。よくねらいを定めないと的の中心に近づか

なかった。◆友達と協力できて楽しかった。◆このよ
うな実験をしたことがあまりなかったので，知れてよ
かったです。◆中心をねらって割り箸を落としてもう
まく落ちない。◆実際にじぶんでやってみて楽しかっ
たです。◆それぞれ違う人がやっているので学級ごと
に結果が異なっていて，分布の仕方がよく理解できた。
◆班で役割を分担し，SGRAPAで度数分布表にできる
のがよかったです。◆コツをつかめて楽しかった。確
率について理解できた。◆ねらってもうまく落ちない。
◆コントロールがうまい人とそうでない人がいて，点
数がばらばらでおもしろかった。◆データを見て自分
から考えることができた。◆意外と難しかった。的の
枠外に行ってしまった。楽しかった。◆自分で表を作っ
たりできて楽しかった。◆とても楽しかったです。あ
りがとうございました。こういう授業ができてよかっ
たです。◆意外と的に当てるのが難しかった。

　②　紙コプター
◆滞空時間を延ばすには，新聞紙でおもりなしがよい。
班での協力が大事。◆いろいろな観点から一つのこと
を分析すると，その事柄の条件が分かるのでのでよい
と思いました。この研究の場合，「大きさ」「重さ」「紙
質」の全ての観点での結果を収集して，条件を探して
みたいと思いました。◆重さと軽さで滞空時間が変わ
るということが分かった。◆大きさはちょっと分から
なかったけど，重かったり厚かったりしたら速くなる
ので，重さがかかわっているのかと思った。◆それぞ
れの班の滞空時間が分かり，重さではクリップをつけ
るほど速くなり，少ないほど遅いことが分かりました。
紙質では，紙の厚い方が滞空時間が短く，薄い方が長
く飛ぶことが分かりました。楽しかったです。◆何で
も軽い方が滞空時間が短くなることが分かった。
◆スピードを実験して確かめて結果を知れてよかっ
た。◆紙コプターを落として楽しかった。グラフとか
は結構めんどうだった。◆紙コプターを作ってからだ
と若干時間が厳しかったが，3つの分類があって比べ
やすかった。◆皆の班ではタイマーのさじ加減で変わ
りそうだったが，意外と結果が似たような感じでびっ
くりした。◆ヒストグラムで分かったことをこの紙に
まとめるのが難しかった。この授業を通して，データ
の分析をよりスムーズに分かりやすく学ぶことができ
たし，友達と協力しながら実験を行えて楽しかったで
す。◆折り紙だけでこんなにたくさんの実験をし，デー
タがとれることが分かりました。みんなの発表を通じ
て滞空時間が一番長いものをやってみたいです。◆楽
しかったです。発表で他の班の意見も分かり楽しみな
がら学べました。また実験をしてみたいです。◆滞空
時間を長くするには紙の重さを軽くして，紙質を基本
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形と薄紙の間くらいの薄さにすると長く飛ぶと思いま
した。◆自分で調べて結果を比べることで理解が深ま
りました。◆いろいろな実験の結果が分かっておもし
ろかった。同じ実験でも結果が違うことがあり，他の
班の発表を聞いていて興味深かった。◆今回分かった
ことは，小さい，軽い，薄いものが滞空時間が長いと
いうことが分かった。楽しかった。◆自分でデータを
とるのが楽しかった。◆似ているデータでも，たくさ
ん集めて小さい違いをためると山や谷のあるデータに
なることが分かりました。◆自分たちでデータを集計
◆分析したことを発表するのが楽しかった。◆結構安
定するのとしないのがあることが分かった。◆軽くて
薄くて小さい方が長く飛ぶ。◆実際にやってみて覚え
やすかった。◆それぞれ違うことを調べて，発表によっ
て自分たちが調べていない結果も分かった。◆とても
おもしろかった。勉強になった。◆大きいのが一番長
いと思っていたが，基本形が一番長くてびっくりした。
◆紙を薄くすると滞空時間が長いことが分かった。◆
自分でデータを作ったことで，誰かに説明するときに
説得力があった。。データを分析して自分の言葉でま
とめることの難しさが分かった。◆紙コプターを作る
のが難しかったが，おもしろかった。◆データになれ
るだけでなく，どうすれば滞空時間が長くなるのか，
試行錯誤しながら考えられてよかった。◆データが，
よく集まりやすくなった。◆他の班の発表が聞けて楽
しかった。◆データをとるときに，しっかりとること
が大切だと思った。◆他の班の意見や考え方も知れて
よかったです。ありがとうございました。◆紙コプター
がかわいかったです。◆必ずしも予想通りの結果にな
るとは限らないと分かった。

　上記の結果から，授業実践を通して次の通り研究仮
説が検証された。
　教材や活動を工夫すれば，統計学習において主体
的・対話的で深い学びが実現できる。

　ただし，次の点が実施上の留意点として明らかに
なった。
○ 　生徒自身にデータを収集させると，かなり時間が
かかるので，余裕をもった授業計画が重要になる。
○ 　時間はかかるが，データの分析結果について発表
会を通して互いに比較・検討する場を儲けること。
○ 　実験結果が事前の予想と違ってもデータをねつ造
したりせず，素直に分析結果を受け止めることを指
導する。もし結果に納得できない場合は，何度でも
実験を繰り返すのが研究者として大切な姿勢である
ことを指導する。
○ 　平均値や中央値などの統計量を計算させていると
時間がかかり過ぎるので，必要に応じて SGRAPA

などの道具を生徒に与えること。

５　研究のまとめ

（１）研究成果と今後の課題
　以上の授業研究等から，次の 7つの成果が得られた。
（成果１）生徒が自らデータを収集する教材を工夫す
ることにより，生徒は，集まったデータの特徴や違い
に着目し，意欲的に検討することができた。
（成果２）生徒に SGRAPAという道具を与えることに
より，平均値や中央値などを求める段階で生徒がつま
ずいたり，手間がかかり過ぎたりせず，データの分析・
検討に集中することができた。
（成果３）ワークシートを見る限り，平均値，最頻値，
中央値のもつ意味を生徒が理解できていた
（成果４）生徒の統計学習に対する意欲を高めること
ができた。それは，ワークシートのコメントに「楽し
かった」という記述が多数あったことから分かる。
（成果５）紙コプターでは「滞空時間を長くするため
にはどうしたらよいか」という目標があるため，デー
タを分析することの意義を実感できた。
（成果６）全体発表では，他のテーマの結果発表につ
いて極めて意欲的に聞いていた。
（成果７）研究では結論の裏付けとなるデータが重要
であり，得られたデータをねつ造することなく，素直
に読み取ることの重要性を体験できた。
　一方，次の 4つが今後の課題として残った。
（課題１）学校事情などのために急に授業が変更にな
ることを考えた授業計画が重要である。特に，生徒に
気付かせる場面は必ず確保する。
（課題２）割り箸や紙コプターの落とし方について事
前に指導しておかないと，班によって精度に差が出過
ぎてしまう。
（課題３）紙コプターなど，生徒が製作する教材の場
合は，想定以上の時間がかかるので，余裕をもった授
業計画が重要である。
（課題４）紙コプターなどの滞空時間を計測する活動
の場合は，滞空時間が長くなるよう落とし方を工夫す
る。
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